
 

「三原市シティプロモーション戦略」（素案）に対する意見内容及び市の考え方について 

 

 

意見提出人数 ４人 ６件 

 

１ 

該当箇所 P4 1 行目 三原市の現状と課題について 

意見 市の考え方 

三原市の課題である「人口減少」への解決

策としては，三原市の歴史や自然，文化など

の遺産に大きく頼らず，まちの魅力を新たに

つくらなければならない。 

このため，三原市というまちに住むこと

や，まちで子どもを産み育てることのメリッ

トを増やさなければいけない。 

そして初めて，まちの魅力（メリット）を

売り込むことができ，三原市に住む理由がで

きると考える。 

 本戦略に基づき，これから取り組むシティ

プロモーションは，市役所が「チャレンジで

きる」，「学ぶことができる」，「面白いニュー

スを生みだす」という３つのキーワードに沿

った，市民や企業等の活動を情報収集し，そ

の活動に参加し支援するとともに，その活動

を新たな三原の魅力として，市内外に情報発

信することで，三原の魅力への「共感」を生

みだすものです。 

 こうした取組みを通じて，市民や市外の人

に三原市に住む魅力（メリット）を感じても

らい，「住みたい，住み続けたい」と思われる

「選ばれるまち」をめざしていきます。 

２ 

該当箇所 P4 12 行目 三原市への愛着について 

意見 市の考え方 

市民は，自分が行動しても社会は変えられ

ないという無力感や諦念を持っている。この

ことがまちに対する市民の愛着を大きく失

わせている。 

自分の行動が，まちにある程度影響を及ぼ

すことができれば，人はそれを自分事として

捉え熱中し，その結果としてまちに愛着を持

つようになる。 

この考え方を三原市のシティプロモーシ

ョンにも用いて，市役所や経済界が市民から

の陳情や意見を受け取り，検討に値するもの

であった場合，組織の前例等によりシャット

アウトするのではなく，実際に検討し活か

し，それを広く公表する。 

こうしたことにより，市民は，自分が行動

しても地域社会や自分の人生は変わらない

という無力感を捨て去ることができ，まちへ

の愛情も増すものと考えられる。 

いただいたご意見のとおり，市役所におい

ても，市民が自分事として，三原の魅力づく

りに意見し行動することで，まちへの愛着や

誇りが醸成されるものと考えています。 

本戦略においても，市民や企業，市が一体

となり，シティプロモーションに取り組むた

めには，まず，その活動にそれぞれが「自分

事として参加する」，次に，その活動を様々な

人に，「伝わるように届ける」，そして「納得・

共感してもらう」という行動目標を掲げてい

ます。 

今後，この行動目標に沿って，市民や企業

等が主体となり，自分事として取り組むシテ

ィプロモーションを推進していきます。 

３ 

該当箇所 その他 移住者の住居に対する支援ついて 

意見 市の考え方 

定年後に移住したいと考える人が，土地や 移住希望者にとって，そのまちに住むため



家を購入するのは容易ではなく，三原市内で

は貸家も少ない状況である。 

このため，市役所が空き家を買い上げ，貸

し出すというシステムがあれば，もっと移住

者が増えると考える。 

都会のマンション暮らしから見れば，古民

家で気ままに暮らすことは夢であり，気に入

ればいつかは買い取るのも良いし，借家とし

て住み続けられるのも魅力的であると思う。 

また，移住者が空き家を購入したり，借り

たりする場合に，建物の修繕などについて，

建築の専門家が相談に応じてくれる窓口が

あれば良いと思う。 

の住居の確保は，重要な要素です。 

ご提案の個人の空き家を，市役所が買い上

げ，貸し出す制度は，現在予定していません

が，まずは活用可能な空き家の掘り起こしが

必要であると考えています。 

このため，令和３年度から空き家バンク登

録に伴う残存家財を整理するための補助を拡

充するほか，地域の住民組織と連携した空き

家の掘り起こしにも力を入れていく予定とし

ています。 

また，建築の専門家による相談については，

外部の関係機関との連携を検討していきたい

と考えています。 

４ 

該当箇所 その他 移住者の相談に応じるコンシェルジュの設置について 

意見 市の考え方 

移住を考えている人に，地域の情報提供

や，移住の相談に応じる「三原コンシェルジ

ュ」を設置し，サービスを提供してはどうか。 

移住したい地域で，コンシェルジュに様々

な相談が気軽にできれば大変心強い。 

また，子育て世代の移住者には，教育や子

育てなどに関するコンシェルジュがいれば

助かると思う。 

ご提案いただきました「三原市コンシェル

ジュ」によるサービス提供は，移住や地方に

関心のある人に，三原市を選び，移住しても

らうきっかけとなる取組みと考えます。 

市役所では，令和３年度から地域の住民組

織と連携した移住者受入体制を強化する移住

促進地域連携事業に取り組む予定です。 

また，市役所においても，担当課が移住相

談のワンストップ窓口を担い，地域と市役所

が連携することで，丁寧な相談対応につなげ

ていきたいと考えています。 

 さらに，シティプロモーションの取組みに

おいても，新たなまちの魅力づくりとして，

市民や企業，市役所等が一体となった，移住

者への支援をプロジェクト化できるよう，検

討していきます。 

５ 

該当箇所 その他 クラウドセンターの誘致について 

意見 市の考え方 

インターネットの普及加速に伴い，長期

間，安全に記憶保存できるデータ容量には限

界があり，今後，企業などは膨大なデータを

保管する基地を確保していくことが課題と

なるため，三原西部工業団地にクラウドセン

ターを誘致してはどうか。 

 クラウドセンターの候補地は，今後 30 年

間で震度６弱以上の地震が起こる確率が低

く，河川の氾濫や地滑りなどの自然災害発生

危険度が低い地域で，交通の利便性や税制優

遇措置，従業員の居住インフラ等の好条件を

満たす必要があるが，三原市はこの誘致に参

本戦略は，シティプロモーションの必要性

や，その方向性，進め方などの方針を取りま

とめたものです。 

本戦略に基づき，市民や市外の人から「選

ばれるまち」となるため，市民や企業，市役

所等が一体となり，まちの魅力づくりに向け

たプロジェクトや，その情報発信に取り組ん

でいきます。 

 今回いただいたご意見は，三原市の強みを

活かした企業誘致による移住者の獲得や，空

き家対策に関する貴重なご提案であると考え

ますので，市役所の関係課に情報提供し，行



戦できるまちと考える。 

 クラウドセンターが誘致できれば，雇用さ

れる従業員の個別社宅や駅近のワンルーム

借り上げの需要が見込まれるため，ＪＲ三原

駅周辺の空き家対策に寄与することが考え

られる。 

政施策を進めるうえで，参考にさせていただ

きます。 

６ 

該当箇所 その他 瀬戸内海沿岸（須波地区）の魅力向上について 

意見 市の考え方 

三原市は，瀬戸内海沿岸に位置しているこ

とから，瀬戸内海の持つ自然の恵みを沢山享

受している。 

これらの恵みをさらにグレードアップす

るために，次のことを行政施策として実現し

てもらいたい。 

・須波小学校地先の海岸に，潜堤方式による

「磯浜の再生」を行う。 

・磯浜の再生後，潜堤上に回廊を設置して「海

釣り公園」を整備する。 

・須波駅構内と，プラットホームを「桜」で

整備する。 

・須波地区の空き家調査を実施して，テレワ

ークなどの移住者の呼び込みにつなげる。 

 本戦略は，シティプロモーションの必要性

や，その方向性，進め方などの方針を取りま

とめたものです。 

本戦略に基づき，市民や市外の人から「選

ばれるまち」となるため，市民や企業，市役

所等が一体となり，まちの魅力づくりに向け

たプロジェクトや，その情報発信に取り組ん

でいきます。 

 市役所におきましても，須波地区を始めと

する瀬戸内海沿岸は，三原市の大きな魅力で

あると考えています。 

 今回いただいたご意見は，市役所の関係課

に情報提供し，今後の行政施策を進めるうえ

で，参考にさせていただきます。 

 


